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７ アンケートの実施結果 

(1) 調査内容 

調査対象 調査目的 
配付数

（枚） 

回収数

（枚） 

回収率

（％） 

沿線住民 

現在の交通利用状況，今出川通におけ

るＬＲＴ導入に関する意見及び交通社

会実験に対する評価等を伺うため，今

出川通沿道 10 学区の住民を対象に「市

民しんぶん」に折りこみ，配布するか

たちで実施した。 

27,000 2602 9.6 

沿道商業者 

ＬＲＴの導入に伴い，大きな影響を受

けると想定される沿道商業者に対し

て，ＬＲＴに関する意見等を伺うため，

各戸に訪問し，アンケートを手渡す方

法により実施した。 

350 109 31.1 

乗車モニター 

実験への評価や，ＬＲＴに関する意見

等を伺うため，実験バスのモニターを

対象に実施した。  

モニター数
248 

241 97.2 

展示ブース 

来場者 

ＬＲＴに関する意見や，展示ブースに

ついての感想等を伺うため，来場者を

対象に実施した。 

来場者数
504 

276 54.8 
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(2) 社会実験の市民評価 

ア 社会実験による影響 

l 沿線住民の約６割が日常生活への影響は「なかった」と回答。 

l 一方，約３割が，影響は「あった」と回答し,「市バスの遅れ」や，「配

送の遅れ」等の渋滞による影響を指摘。 

l 沿道商業者は約 65％が実験による影響があったと回答。 

l 具体的な影響として，「客足が減った」「荷物の配送が遅れた」ことなど

を指摘。 

 

(ｱ) 沿線住民の視点 

～日常生活への影響～ 

  

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 沿道商業者の視点 

～商業活動への影響～ 

 

 

 

 

具体的な影響は・・・ 

l 客足が減った 

l 渋滞に巻き込まれ，配送が遅れた 

l 荷さばきのための駐車場が見つからなかった 

具体的な影響は・・・ 

l 渋滞に巻き込まれた 

l 普段利用している市バスが大幅に遅れた 

l 荷物がなかなか届かなかった 

不明・無回答
6.8%

なかった
60.3%

あった
32.9%

不明・無
回答
1.8%

なかった
33.0%

あった
65.1%

1.9% 
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イ 社会実験当日の交通状況 

l 沿線住民の約６割が，交通渋滞が「気になった」「少し気になった」と回

答。 

l また，沿道商業者の約８割が，交通渋滞が「気になった」「少し気になっ

た」と回答。 

l この他，乗車モニターも，約８割が交通渋滞が「気になった」「少し気に

なった」と回答。 

(ｱ) 沿線住民の視点              (ｲ) 沿道商業者の視点  

～交通渋滞が気になったか～      ～交通渋滞が気になったか～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｳ) 乗車モニターの視点 

～交通渋滞が気になったか～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

不明・無回答
4.6%

全く気にならな
かった
0.9%わからない

1.8%

あまり気にな
らなかった

11.9%

少し気になっ
た

13.8%

気になった
67.0%

l 沿道商業者の約８割が，渋滞が「気

になった」「少し気になった」と回

l 乗車モニターも約８割が，渋滞が「気

なった」「少し気になった」と回答。

l 沿線住民の約６割が，渋滞が「気に

なった」「少し気になった」と回答。

気になった
47.4%

少し気になっ
た

14.2%

あまり気になら
なかった

11.0%

全く気にならな
かった
5.4%

わからない
17.0%

不明・無回答
5.0%

不明・無回
答

3.7%

全く気になら
なかった

1.2%
あまり気にな
らなかった

12.0%

少し気になっ
た

27.0%

気になった
56.0%

3.8% 
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ウ 沿線住民の社会実験当日における自動車の利用について 

l 「社会実験の実施を知ったことで，自動車利用を控えようと思いました

か」の設問に対して，沿線住民の約４割が「はい」と回答。周知広報の徹

底により，自動車利用が抑制できる可能性が示された。 

l 一方，「実際に，１月 24 日の実験当日の自動車利用を控えましたか」の

設問に対しては，沿線住民の約２割が「はい」と回答。 

l 理由としては「荷物を運ぶのに必要だったから」，「自動車の方が楽に移動

できるから」等であった。 

～社会実験の実施を知ったことで，自動車利用を控えようと思ったか～ 

 

 

 

 

 

 

 

～実際に，１月 24 日の実験当日の自動車利用を控えたか～ 

 

  

 

 

 

 

～自動車利用を控えようと思ったが，実際に控えられなかった理由～ 

 

 

 

 

 

255

249

217

170

136

204

36

0 50 100 150 200 250 300

荷物を運ぶのに必要だったから

自動車の方が楽に移動できるから

自動車以外での移動は困難だから

公共交通が不便だから

人の送迎に必要だったから

その他（具体的にお書きください）

不明・無回答

(件)

不明・無
回答
20.3%

はい
23.7%

いいえ
32.8%

自動車を
持ってい

ない
23.2%

l 「社会実験の実施を知ったことで，

自動車利用を控えようと思いました

か」の設問に対して，沿線住民の約

４割が「はい」と回答。 

l 「実際に，１月 24 日の実験当日の自動

車利用を控えましたか」の設問に対し

て，沿線住民の約２割が「はい」と回

答。 

l 「荷物を運ぶのに必要だ
ったから」等，自動車利
用を控えられない方の
指摘が多かった一方で，
「自動車の方が楽に移
動できるから」といった
理由も多く指摘された。

わからな
い

14.0%

不明・無
回答
14.9%

いいえ
32.1%

はい
39.0%
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エ 乗車モニターの社会実験への評価 

l 約８割のモニターが，実験バスの乗車によって，今出川通にＬＲＴが

導入された状況を「想像できた」「少しは想像できた」と回答。 

l 車内展示や，車内説明への評価も概ね良好であった。 

l 過半数のモニターのＬＲＴに対する意識が，良い方向へと変化。 

 

～ ＬＲＴ導入空間の創出について～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

～実験バス車内展示について～ ～実験バス車内説明について～ 

 

 

 

 

 

l 約８割のモニターが，実験バスの乗車によっ

て，今出川通にＬＲＴが導入された状況を「想

像できた」「少しは想像できた」と回答。 

不明・無回
答

3.3%全く想像でき
なかった

3.3%

あまり想像
できなかっ

た
10.4% 少しは想像

できた
51.9%

想像できた
31.1%

想像できた 

83.0％ 

l 約７割のモニターが，車内説明は

「とてもわかりやすかった」「わか

りやすかった」と回答。 

l 約４割のモニターが，実験バス車

内展示は「とてもわかりやすかっ

た」「わかりやすかった」と回答。

見ていない
12.4%

わかりにくかった
18.7%

どちらとも言えない
27.0%

わかりやすかった
32.8%

とてもわかりやす
かった
6.2%

不明・無回答
2.9%

わかりやすかった 

39.0％ 

とてもわかり
やすかった

15.4%

わかりやす
かった
51.9%

どちらとも言
えない
21.2%

わかりにく
かった
7.5%

不明・無回
答

4.1%4.0% 

わかりやすかった 

67.3％ 
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～実験参加を通じたＬＲＴに対する印象の変化について～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

l 過半数が実験への参加によって，Ｌ

ＲＴに対して，「良い印象をもった」

「少し良い印象をもった」と回答。 

良い印象 

54.0％ 

悪い印象 

12.9％ 

悪い印象を
もった
5.4%

不明・無回
答

4.1%

良い印象を
もった
29.5%

少し良い印
象をもった

24.5%

特に変わら
ない
29.0%

少し悪い印
象をもった

7.5%
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(3) ＬＲＴの導入に対する意見 

ア ＬＲＴの今出川通への導入意向 

l 「今出川通におけるＬＲＴの導入」に関して，沿線住民では「反対」「ど

ちらかと言えば反対」が回答の過半数を超えた。 

l 沿道商業者では，約７割が「反対」「どちらかと言えば反対」と回答。 

l ＬＲＴに対する関心が高いと想定されるモニターや展示ブース来場者

は約７～８割が「賛成」「どちらかと言えば賛成」と回答。 

 

（ｱ）沿線住民の視点            (ｲ)沿道商業者の視点      

～ＬＲＴの今出川通への導入意向～ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｳ)乗車モニターの視点           (ｴ)展示ブース来場者の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不明・無回
答

1.8%

賛成
12.8%

どちらかと言
えば賛成

9.2%

どちらかと言
えば反対

11.0%

反対
60.6%

わからない
4.6%

前向きな

意見 

43.9% 

前向きな意見 

22.0% 

慎重な意見 

71.6% 

前向きな意見 

75.1％ 

慎重な意見 

19.1％ 
反対
9.1%

どちらかと言
えば反対

10.0%

どちらかと言
えば賛成

32.4%

賛成
42.7%

不明・無回
答

5.8%

慎重な

意見 

50.2％ 

不明・無回答
0.5%

賛成
27.9%

どちらかと言えば
賛成
16.0%

どちらかと言えば
反対
13.8%

反対
36.4%

わからない
5.5%

不明･無回答
0.4% 

わからない
7.6%

反対
2.5%

どちらかと言
えば反対

7.2%

どちらかと言
えば賛成

34.4%

賛成
47.8%

不明・無回
答

0.4%

前向きな意見 

82.2％ 

慎重な意見 

9.7％ 

不明･無回答
0.5% 
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賛成の理由の例 

l 環境にやさしく，京都の街に最もふさわしい乗り物と思う。 

l 時代が自動車での移動より環境に配慮した公共交通を求めている 

l 観光，通勤，通学全てに便利。京阪，地下鉄，叡山電車，嵐山線とい

うように電車への連絡もよい。住宅地なので自動車の排気ガス、騒音

で減らせる。 

l 少子高齢化が進む中で，これから高齢者の移動手段が問題になってく

ると思うので必要。高齢者の自動車が増加すると事故が増加するので

はないか。これからの子どもたちにどんな京都を残していくのか考え

ると必要な事。 

l 京阪電車に乗り継いで，大阪方面へ行きやすくなる。地下鉄へも乗り

継ぎができる（時間が正確なので乗り継ぎやすい）バスと違い，待ち

時間が少ない。不足気味の嵐電への乗り継ぎが増え活性化する。 

反対の理由の例 

l 費用の割に効果が少ないと思われる。税金の無駄遣いになる危険が大

きい。 

l 現状でも右折車により一車線通れなくなるのに，これ以上車線が減れ

ば直進車が今以上に動かなくなる。 

l 以前、市電をなぜ廃止し，また，今度なぜ導入なのか。説明責任を果

たしていない。 

l 電車そのものは反対しないが，今出川通に作るのは反対。京都のよう

な道路幅の狭い所には適しない。電車を通すことにより，車の通行を

制限するような所では不可。 

l この路線（北野白梅町～出町柳）は市民にとってメリットがない。む

しろ観光客のためだけの路線だ。 

 



 

 40

イ 今出川通以外へのＬＲＴの導入について 

l 沿線住民の今出川通以外へのＬＲＴ導入に対する意向は「賛成」「どち

らかと言えば賛成」が過半数に達している。 

l 今出川通以外へのＬＲＴ導入に対して，沿道商業者は約６割が「反対」

「どちらかと言えば反対」と回答。 

(ｱ) 沿線住民の視点 

～今出川通以外へのＬＲＴの導入について～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 沿道商業者の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

賛成
13.8% どちらかと言

えば賛成
11.9%

どちらかと言
えば反対

19.3%

反対
36.7%

わからない
18.3%

前向きな意見 

25.7％ 

慎重な

意見 

56.0％ 

l 一方で，沿道商業者は約６割

が「反対」「どちらかと言えば

反対」と回答。 

わからない
10.9%

反対
24.3%

どちらかと言えば
反対
11.5%

どちらかと言えば
賛成
21.3%

賛成
30.2%

不明・無回答
2.0%

前向きな意見 

51.5％ 

慎重な

意見 

35.8％ 

l 沿線住民の「賛成」「どちらか

と言えば賛成」は過半数を超

えた。 

不明・無回答
1.8% 
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ウ ＬＲＴが導入された場合の自動車利用 

l 「ＬＲＴの導入により，車の利用を控えることができますか」の設問に

対し，沿線住民の約３割が「車の利用を控えて，積極的にＬＲＴなどの

公共交通機関を利用して移動する」「少しは，車の利用を控える」と回答。 

l 一方で，沿線住民の約３割が「車の利用を控えることはできない」と回

答。 

 

(ｱ) 沿線住民の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不明・無回答
3.4%

車の利用を控えて，
積極的にＬＲＴなどの
公共交通機関を利用

して移動する
16.4%

少しは，車の利用を
控える
15.4%

車の利用を控えるこ
とはできない

31.0%

現在，車を利用して
いない
26.0%

その他
7.8%

l 約３割が「車の利用を控えて，積極的にＬＲＴなどの公共

交通機関を利用して移動する」「少しは，車の利用を控え

る」と回答。一方，約３割が「自動車利用を控えることが

できない」と回答。 
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エ ＬＲＴに期待すること 

～ＬＲＴの導入された場合に期待すること～ 

l 「今出川通にＬＲＴが導入されるとすれば，期待すること」については，

「バリアフリーに優れていて乗り降りがし易い」「騒音や排気ガスが少

なくなる」という回答が多くを占めた。 

(ｱ) 沿線住民の視点 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 乗車モニターの視点 

 

 

 

 

 

 

 

(ｳ) 展示ブース来場者の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

87

82

75

61
47

38

29

20

8

バリアフリーに優れていて，乗り降りがし易い

騒音や排気ガスが少なくなる

時間に正確だから予定がたてやすい
東（出町柳，鞍馬など）西（北野白梅町，嵐山な

ど）方面への移動が便利になる
バスと比べて多くの人が乗れる

地域が活性化する

特に期待することは無い

その他

不明・無回答

(件)

102

92

79

79

69

51

6

9

19

バリアフリーに優れていて，
乗り降りがし易い

時間に正確だから予定がたてやすい

騒音や排気ガスが少なくなる
東（出町柳，鞍馬など）西（北野白梅町，
嵐山など）方面への移動が便利になる

バスと比べて多くの人が乗れる

地域が活性化する

特に期待することは無い

その他

不明・無回答

(件)

842

808

676

656

398

387

197

414

101

騒音や排気ガスが少なくなる

特に期待することは無い
バリアフリーに優れていて，

乗り降りがし易い
時間に正確だから予定がたてやすい

東（出町柳，鞍馬など）西（北野白梅町，
嵐山など）方面への移動が便利になる

バスと比べて多くの人が乗れる

地域が活性化する

その他

不明・無回答

(件)

(回答者数＝2602 名， 
２つまで複数回答) 

(回答者数＝241 名， 
２つまで複数回答) 

(回答者数＝276 名， 
２つまで複数回答) 
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オ 今出川通の交通の現状認識 

l 「今出川通における現状で，気になる点」については，いずれも，「交通

渋滞」や「歩道が狭く，歩きにくい」という回答が多くを占めた。 

 

(ｱ) 沿線住民の視点 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 沿道商業者の視点 

 

 

 

 

 

 

(ｳ) 展示ブース来場者の視点 

 

 148

116

72

69

62

52

11

1

0 20 40 60 80 100 120 140 160

交通渋滞

歩道が狭く，歩きにくい

バスが時間通りに来ない

違法駐車，違法駐輪が多い

自動車やバスの排気ガスや騒音

東（出町柳，鞍馬など）西（北野白梅町，嵐山
など）方面への移動が不便

その他

不明・無回答

(件)

58

39

34

34

11

9

6

6

0 10 20 30 40 50 60 70

交通渋滞

歩道が狭く，歩きにくい

自動車やバスの排気ガスや騒音

違法駐車，違法駐輪が多い

東（出町柳，鞍馬など）西（北野白梅町，
嵐山など）方面への移動が不便

バスが時間通りに来ない

その他

不明・無回答

(件)

(回答者数＝2602 名， 
２つまで複数回答) 

(回答者数＝109 名， 
２つまで複数回答) 

(回答者数＝276 名， 
２つまで複数回答) 

959

844

545

475

266

170

87

1394

0 500 1000 1500

交通渋滞

歩道が狭く，歩きにくい

違法駐車，違法駐輪が多い

バスが時間通りに来ない

自動車やバスの排気ガスや騒音
東（出町柳，鞍馬など）西（北野白梅町，

嵐山など）方面への移動が不便
その他

不明・無回答

(件)
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カ  ＬＲＴ導入の際に配慮すべきこと 

l 「今出川通において今後ＬＲＴを検討する場合，どのようなことに配慮

すべきだと思いますか。」という設問に対しては，いずれも，「軌道の専

用化による道路の混雑や停車スペースの確保」との回答が最も多くを占

めた。 

(ｱ) 沿線住民の視点 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 乗車モニターの視点 

 

 

 

 

 

 

 

(ｳ) 展示ブース来場者の視点 

 

 

 

747
606

361
301
276
273

225
208

82
237

118

1437

0 400 800 1200 1600

軌道の専用化による道路の混雑や停車スペースの確保
道路渋滞の緩和

採算性や運営主体
公共交通全体を利便性向上

歩くまち・京都にふさわしいまちづくり
市民・事業者との合意形成

公共交通ネットワークの充実
二酸化炭素(CO2)など大気環境に与える影響

車庫や停留場などの用地の確保
運行間隔の改善

その他
不明・無回答

(件)

164

88
76

57
48

47
37

14

1

0 100 200

軌道の専用化による道路の混雑や停車スペースの確保

公共交通全体を利便性向上

歩くまち・京都にふさわしいまちづく

採算性や運営主体

二酸化炭素(CO2)など大気環境に与える影響

市民・事業者との合意形

車庫や停留場などの用地の確保

その他

不明・無回答

(件)

147
63

55
54
53

36
27

16
9

0 100 200

軌道の専用化による道路の混雑や停車スペースの確保

公共交通全体を利便性向上

市民・事業者との合意形成

採算性や運営主体

歩くまち・京都にふさわしいまちづくり

車庫や停留場などの用地の確保

二酸化炭素(CO2)など大気環境に与える影響

その他

不明・無回答

(件)

(回答者数＝2602 名， 
２つまで複数回答) 

(回答者数＝241 名， 
２つまで複数回答) 

(回答者数＝276 名， 
２つまで複数回答) 
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キ 沿道商業者の荷さばき駐車対策に対する意向 

l 沿道商業者に対して行った，「共同の荷さばき駐車場の設置」，「荷さば

きの時間帯を制限」「複数の店舗での共同配送」など，荷さばき駐車対

策が実施された場合の利用意向に関する設問では，いずれも「反対」の

回答が多数を占めた。 

 

 

共同の荷さばき駐車場の利用について

不明・無回答
1.8%

わからない
31.2%

反対
45.0%

賛成
22.0%

荷さばきの時間帯の制限について

賛成
11.0%

反対
61.5%

わからない
24.8%

不明・無回答
2.8%

複数の店舗での共同配送について

不明・無回答
2.8%

わからない
32.1%

反対
57.8%

賛成
7.3%

不明・無回答 
2.7% 
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(4) アンケート実施結果のまとめ 

ア 社会実験の評価 

l 3000 人を超える多くの方々から意見を集めることができた。 

l 実験が３時間であったこともあり，約６割の沿線住民は実際に日常生

活への影響を感じなかったものの，「交通渋滞」に対しては懸念の声

が聞かれた。 

l 一方で，社会実験に係る事前周知の徹底により，実験当日において沿

線住民の約２割の自動車利用を抑制することができた。 

l モニターの約８割から実験参加を通してＬＲＴの導入を「想像でき

た」との評価が得られたことから，今回の社会実験において，ある程

度擬似的なＬＲＴ導入空間を創出することができたものと考えられ

る。 

イ ＬＲＴの導入に関する意見 

l 沿線住民は，今出川通のＬＲＴ導入に関して，「反対」「どちらかと言

えば反対」が過半数であった。特に沿道商業者は，７割以上が導入に

反対の意向を示している。 

l 一方で，今出川通以外への導入については「賛成」「どちらかと言え

ば賛成」が過半数である。 

l 沿線住民の約３割が，ＬＲＴが導入された場合に「車の利用を控えて，

積極的にＬＲＴなどの公共交通機関を利用して移動する」「少しは，

車の利用を控える」と回答した一方で，約３割が「車の利用を控える

ことはできない」と回答した。 

l ＬＲＴの導入による環境負荷の低減や，公共交通の利便性向上等を期

待する声は高い。 

l 一方，今出川通の幅員の狭さや，それに起因する交通渋滞，荷さばき

車両への影響を心配する声が多かった。  


